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資－１ 

 

平成23年可児市教育委員会訓令甲第４号 

 

可児市学校規模適正化検討委員会設置要綱 

（設置） 

第１条 可児市立学校の適正配置及び適正規模について検討し、望ましい学校教育環境の

整備に資するため、可児市学校規模適正化検討委員会（以下「委員会」という。）を設置

する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について調査及び検討を行い、教育委員会に提言を行

う。 

(1) 可児市立学校の適正配置及び適正規模に関すること。 

(2) その他学校環境の整備に関し必要なこと。 

（委員） 

第３条 委員会は、委員10人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから、教育委員会が委嘱し、又は任命する。 

(1) 学識経験者 

(2) 市民公募に応募した者 

(3) 主任児童委員の代表 

(4) 自治会関係者 

(5) 可児市ＰＴＡ連合会の役員 

(6) 可児市立学校の校長の代表 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱又は任命の日から当該日の属する年度の末日までとし、再任

を妨げない。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長の指名する委員

がその職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会の会議は、必要に応じて委員長が招集する。ただし、委員の委嘱又は任命

後最初の会議は、教育委員会が招集する。 

（関係者の出席） 

第７条 委員長は、議事に関係ある者の会議への出席を求め、その説明又は意見を聴くこ

とができる。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、教育部教育総務課において行う。 

附 則 

この訓令は、平成23年４月１日から施行する。 

 

 平成23年３月23日公表 
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可児市学校規模適正化検討委員会 委員名簿 

 

（敬称略） 

氏     名 役 職 等 備考 

益 子  典 文 学識経験者（岐阜大学教授） 委員長 

坂 崎  尚 子 市民公募  

門 脇  栄 子 市民公募  

奥 村  幸 生 自治会関係者（自治連合会役員）  

澤 村  祐 子 主任児童委員の代表  

加 納  賢  治 ＰＴＡ連合会役員（小学校）  

小 林    淳 ＰＴＡ連合会役員（中学校）  

加木屋  三貴雄 小学校長の代表  

松 岡  秀 明 中学校長の代表 委員長職務代理者 
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学校別児童生徒数の推移（各年５月１日現在）

表－１

学校名 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57

今渡南小 678 708 728 768 814 839 896 949 1,001 1,069 1,144 1,277 1,379 1,450 1,511

土田小 371 385 401 393 432 433 473 493 535 576 593 621 637 686 658

帷子小 163 148 143 148 177 181 296 554 840 1,050 1,318 1,607 1,122 1,289 1,358

春里小 277 281 269 258 269 251 257 271 294 358 404 477 535 556 592

東明小 172 255 240 224 221 206 222 249 251 296 370 477 522 624 721

旭小 217 218 220 238 233 243 270 304 363 453 546 711 481 491 503

広見小 584 594 590 598 591 599 617 652 700 736 813 880 1,004 1,044 1,079

南帷子小 846 970 1,081

桜ケ丘小 387 525 669

今渡北小

小計 2,462 2,589 2,591 2,627 2,737 2,752 3,031 3,472 3,984 4,538 5,188 6,050 6,913 7,635 8,172

兼山小
小学校合計 2,462 2,589 2,591 2,627 2,737 2,752 3,031 3,472 3,984 4,538 5,188 6,050 6,913 7,635 8,172

蘇南中 779 761 752 797 800 818 816 957 1,056 1,234 1,348 754 787 835 947

中部中 598 582 574 571 574 558 556 567 579 620 687 754 837 991 1,149

西可児中 705 860 1,030 1,222

東可児中

広陵中
中学校合計 1,377 1,343 1,326 1,368 1,374 1,376 1,372 1,524 1,635 1,854 2,035 2,213 2,484 2,856 3,318

小中計 3,839 3,932 3,917 3,995 4,111 4,128 4,403 4,996 5,619 6,392 7,223 8,263 9,397 10,491 11,490

学校名 S58 S59 S60 S61 S62 S63 Ｈ1 Ｈ2 Ｈ3 Ｈ4 Ｈ5 Ｈ6 Ｈ7 Ｈ8 Ｈ9
今渡南小 704 691 653 602 558 529 526 521 493 509 502 482 492 489 490
土田小 656 656 604 566 504 486 446 403 419 424 414 401 404 395 403
帷子小 1,408 1,415 1,382 1,326 1,235 1,165 1,105 1,077 1,013 964 950 917 859 782 684
春里小 585 588 570 551 529 516 510 503 485 471 480 480 486 479 490
東明小 773 846 919 968 996 987 961 904 850 768 753 678 625 566 542
旭小 508 492 491 492 465 469 434 440 440 436 445 450 460 470 460
広見小 1,115 1,099 1,100 1,037 973 943 922 913 917 923 936 925 949 931 884
南帷子小 1,099 1,101 1,105 1,048 1,019 1,021 1,056 1,118 1,130 1,113 1,094 1,075 1,016 943 871
桜ケ丘小 769 816 856 858 881 887 919 1,004 995 936 882 825 775 684 649
今渡北小 816 832 836 824 785 763 744 735 704 690 715 692 695 691 681
小計 8,433 8,536 8,516 8,272 7,945 7,766 7,623 7,618 7,446 7,234 7,171 6,925 6,761 6,430 6,154
兼山小
小学校合計 8,433 8,536 8,516 8,272 7,945 7,766 7,623 7,618 7,446 7,234 7,171 6,925 6,761 6,430 6,154
蘇南中 991 1,022 1,087 1,128 1,193 1,132 1,082 1,004 989 941 881 834 830 844 844
中部中 1,071 1,169 1,243 1,350 1,353 1,360 1,324 1,275 1,263 1,247 1,206 1,164 1,110 1,129 1,086
西可児中 1,376 1,508 1,624 982 987 959 913 910 921 892 852 815 822 886 884
東可児中 230 265 351 389 453 494 551 539 541 540 572 543 508 464 463
広陵中 741 761 764 727 699 662 642 583 573 543 544 552
中学校合計 3,668 3,964 4,305 4,590 4,747 4,709 4,597 4,427 4,376 4,262 4,094 3,929 3,813 3,867 3,829
小中計 12,101 12,500 12,821 12,862 12,692 12,475 12,220 12,045 11,822 11,496 11,265 10,854 10,574 10,297 9,983

学校名 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

今渡南小 494 500 536 561 567 568 604 593 587 594 605 574 540 544

土田小 402 404 428 420 419 442 417 409 434 452 490 473 523 531

帷子小 656 620 586 576 558 534 501 492 481 489 483 484 499 485

春里小 506 523 511 502 497 497 506 503 510 519 499 492 480 460

東明小 496 461 464 447 432 384 372 373 377 373 375 374 361 340

旭小 442 452 434 474 486 511 540 596 623 649 679 706 710 703

広見小 843 834 828 799 788 793 802 800 799 804 803 794 812 811

南帷子小 831 751 683 636 585 546 509 506 492 471 464 447 437 391

桜ケ丘小 600 542 511 502 507 501 550 592 632 645 669 701 697 685

今渡北小 689 674 682 672 721 756 815 843 847 871 862 845 793 809

小計 5,959 5,761 5,663 5,589 5,560 5,532 5,616 5,707 5,782 5,867 5,929 5,890 5,852 5,759

兼山小 96 84 77 77 65 74 73
小学校合計 5,959 5,761 5,663 5,589 5,560 5,532 5,616 5,803 5,866 5,944 6,006 5,955 5,926 5,832

蘇南中 825 790 753 770 757 752 745 773 836 860 884 909 940 931

中部中 1,046 993 963 910 876 839 814 793 793 820 806 793 799 856

西可児中 823 772 753 728 698 609 591 551 542 504 477 466 468 484

東可児中 449 424 392 349 302 283 252 251 231 254 254 265 281 286

広陵中 520 458 401 353 325 283 293 274 263 243 232 226 217 226
中学校合計 3,663 3,437 3,262 3,110 2,958 2,766 2,695 2,642 2,665 2,681 2,653 2,659 2,705 2,783

小中計 9,622 9,198 8,925 8,699 8,518 8,298 8,311 8,445 8,531 8,625 8,659 8,614 8,631 8,615

※「今渡南小」は、昭和56年までは「今渡小」
※「兼山小」は、平成17年５月の合併以後のみ掲載

資料：学校基本調査  
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学校規模等に関するアンケート調査 

◇アンケートの対象者 

可児市立小中学校の教職員、小学校５年生と中学校２年生の保護者、 

中学校２年生の生徒 

 

◇調査期間：平成２３年７月４日から７月１５日 

◇回収率 

 

区 分 対象数（人） 回答数（人） 回収率（％） 

教職員 
小学校 ３０８ ２７６ ８９．６ 

中学校 １７３ １６９ ９７．７ 

保護者 
小学校 １００２ ７８３ ７８．１ 

中学校 ９４３ ６１１ ６４．８ 

生  徒 ９４３ ８８９ ９４．３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査の内容 

＜質問 1＞：現在、通学（勤務）している小中学校の学級数についてどう思われますか。 

1)今のままで良い  2)多い  3)少ない  4)どちらとも思わない 

＜質問 2＞：小中学校の１学年あたりの学級数は何学級が良いと思われますか。 

1)1学級 2)2学級 3)3学級 4)4学級 5)5 学級 6)6 学級 7)7学級以上 

＜質問 3＞：上記 2 の理由として、下記の中からあてはまるものを 3 つ選んでください。 

1)切磋琢磨しながら力を伸ばせる 

2)社会性や協調性を養える 

3)クラス替えにより、いじめなどを防止できる 

4)学校行事が盛り上がり活気がでる 

5)多様な学習形態をとることができる 

6)多くの先生と接することができる 

7)一人ひとりの活躍や登場の機会が多い 

8)一人ひとりへきめ細かな指導ができる 

9)児童生徒及び教職員との人間関係が深まる 

10)特別教室の使用に制約を受けない 

11）その他  
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 アンケート調査の分析 

 ＜質問１＞ 現在、通学（勤務）している小中学校の学級数についてどう思われますか。 

 

図－1  小学校小規模校（1学年1学級）      図－２ 中学校小規模校（1学年1～3学級） 
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図－３  小学校中規模校（1学年2～3学級）   図－４ 中学校中規模校（1学年4～6学級） 
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図－５ 小学校大規模校（1学年4学級以上）    図－６ 中学校大規模校（1学年7学級以上） 
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＜質問２＞ 小中学校の１学年あたりの学級数は何学級が良いと思われますか。 

表－２ 教職員（小学校） 

  学校名 

現

学 

級

数 

１学級 ２学級 ３学級 ４学級 ５学級 ６学級 
７学級 

以上 
その他 

総

計 

小
学
校 

今渡南 3   0.0% 1 3.3% 20 66.7% 8 26.7% 1 3.3%   0.0%   0.0%   0.0% 30 

土田 3   0.0% 3 10.0% 24 80.0% 3 10.0%   0.0%   0.0%   0.0%   0.0% 30 

帷子 3   0.0% 1 4.5% 21 95.5%   0.0%   0.0%   0.0%   0.0%   0.0% 22 

春里 3   0.0% 2 10.0% 15 75.0% 3 15.0%   0.0%   0.0%   0.0%   0.0% 20 

東明 2   0.0% 6 27.3% 15 68.2% 1 4.5%   0.0%   0.0%   0.0%   0.0% 22 

旭 3   0.0% 7 25.0% 15 53.6% 5 17.9% 1 3.6%   0.0%   0.0%   0.0% 28 

広見 4   0.0% 7 22.6% 17 54.8% 6 19.4% 1 3.2%   0.0%   0.0%   0.0% 31 

南帷子 2   0.0% 4 20.0% 10 50.0% 5 25.0% 1 5.0%   0.0%   0.0%   0.0% 20 

桜ケ丘 3   0.0% 2 7.1% 13 46.4% 12 42.9%   0.0%   0.0% 1 3.6%   0.0% 28 

今渡北 4   0.0% 4 11.4% 24 68.6% 6 17.1% 1 2.9%   0.0%   0.0%   0.0% 35 

兼山 1 1 10.0% 5 50.0% 1 10.0% 1 10.0%   0.0% 1 10.0%   0.0% 1 10.0% 10 

小学校全体 1 0.4% 42 15.2% 175 63.4% 50 18.1% 5 1.8% 1 0.4% 1 0.4% 1 0.4% 276 

 

 

 

表－３ 教職員（中学校） 

 
 学校名 

現

学

級

数 

１学級 ２学級 ３学級 ４学級 ５学級 ６学級 
７学級 

以上 
その他 

総

計 

中
学
校 

蘇南 8   0.0%   0.0% 3 5.7% 31 58.5% 12 22.6% 7 13.2%   0.0%   0.0% 53 

中部 7   0.0%   0.0% 1 2.0% 30 61.2% 4 8.2% 11 22.4% 3 6.1%   0.0% 49 

西可児 5   0.0%   0.0% 1 3.6% 19 67.9% 7 25.0% 1 3.6%   0.0%   0.0% 28 

東可児 3   0.0%   0.0% 5 23.8% 13 61.9% 3 14.3%   0.0%   0.0%   0.0% 21 

広陵 2   0.0%   0.0% 2 11.1% 12 66.7% 4 22.2%   0.0%   0.0%   0.0% 18 

中学校全体 0 0.0% 0 0.0% 12 7.1% 105 62.1% 30 17.8% 19 11.2% 3 1.8% 0 0.0% 169 

 

    ＝文部科学省設定の適正規模 

    ＝１位    ＝２位    ＝３位 
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表－４ 保護者（小学校） 

  学校名 

現

学

級

数 

１学級 ２学級 ３学級 ４学級 ５学級 ６学級 ７学級以上 その他 
総

計 

小
学
校 

今渡南 3   0.0%   0.0% 38 64.4% 19 32.2% 1 1.7%   0.0%   0.0% 1 1.7% 59 

土田 3   0.0%   0.0% 44 69.8% 17 27.0% 2 3.2%   0.0%   0.0%   0.0% 63 

帷子 3   0.0% 1 1.3% 54 69.2% 15 19.2% 7 9.0% 1 1.3%   0.0%   0.0% 78 

春里 3   0.0% 1 1.2% 58 71.6% 18 22.2% 3 3.7% 1 1.2%   0.0%   0.0% 81 

東明 2   0.0% 21 42.9% 18 36.7% 9 18.4%   0.0%   0.0% 1 2.0%   0.0% 49 

旭 3   0.0% 2 2.8% 24 33.3% 43 59.7% 3 4.2%   0.0%   0.0%   0.0% 72 

広見 4   0.0% 8 6.0% 29 21.8% 72 54.1% 20 15.0% 1 0.8%   0.0% 3 2.3% 133 

南帷子 2   0.0% 3 6.0% 39 78.0% 5 10.0% 2 4.0% 1 2.0%   0.0%   0.0% 50 

桜ケ丘 3   0.0% 1 1.1% 48 53.3% 31 34.4% 8 8.9% 1 1.1%   0.0% 1 1.1% 90 

今渡北 4   0.0% 4 4.1% 21 21.4% 52 53.1% 20 20.4% 1 1.0%   0.0%   0.0% 98 

兼山 1 3 30.0% 3 30.0% 4 40.0%   0.0%   0.0%   0.0%   0.0%   0.0% 10 

小学校全体 3 0.4% 44 5.6% 377 48.1% 281 35.9% 66 8.4% 6 0.8% 1 0.1% 5 0.6% 783 

 

 

 

表－５ 保護者（中学校） 

  学校名 

現

学

級

数 

１学級 ２学級 ３学級 ４学級 ５学級 ６学級 ７学級以上 その他 
総

計 

中
学
校 

蘇南 8 1 0.5%   0.0% 6 3.0% 38 19.2% 55 27.8% 51 25.8% 47 23.7%   0.0% 198 

中部 7   0.0%   0.0% 4 2.4% 19 11.5% 43 26.1% 36 21.8% 62 37.6% 1 0.6% 165 

西可児 5 1 0.7%   0.0% 7 4.8% 25 17.0% 91 61.9% 19 12.9% 2 1.4% 2 1.4% 147 

東可児 3   0.0%   0.0% 19 31.7% 15 25.0% 20 33.3% 3 5.0%   0.0% 3 5.0% 60 

広陵 2   0.0%   0.0% 17 41.5% 17 41.5% 5 12.2% 2 4.9%   0.0%   0.0% 41 

中学校全体 2 0.3% 0 0.0% 53 8.7% 114 18.7% 214 35.0% 111 18.2% 111 18.2% 6 1.0% 611 

 

    ＝文部科学省設定の適正規模 

    ＝１位    ＝２位    ＝３位 
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表－６ 生徒 

  学校名 

現

学

級

数 

１学級 ２学級 ３学級 ４学級 ５学級 ６学級 ７学級以上 その他 
総

計 

中
学
校 

蘇南 8 2 0.7% 7 2.4% 10 3.5% 35 12.1% 35 12.1% 70 24.2% 129 44.6% 1 0.3% 289 

中部 7 2 0.8% 3 1.1% 8 3.0% 9 3.4% 17 6.4% 47 17.8% 176 66.7%   0.0% 264 

西可児 5 5 3.1%   0.0% 5 3.1% 34 21.1% 89 55.3% 19 11.8% 9 5.6%   0.0% 161 

東可児 3 1 0.9% 5 4.7% 42 39.6% 19 17.9% 21 19.8% 5 4.7% 13 12.3%   0.0% 106 

広陵 2   0.0% 30 43.5% 19 27.5% 13 18.8% 4 5.8% 1 1.4% 2 2.9%   0.0% 69 

中学校全体 10 1.1% 45 5.1% 84 9.4% 110 12.4% 166 18.7% 142 16.0% 329 37.0% 1 0.1% 889 

 

 

 

 

 

 

    ＝文部科学省設定の適正規模 

    ＝１位    ＝２位    ＝３位 
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 ＜質問３＞ 上記2の理由として、下記の中からあてはまるものを3つ選んでください。 

 

1)切磋琢磨しながら力を伸ばせる 

2)社会性や協調性を養える 

3)クラス替えにより、いじめなどを防止できる 

4)学校行事が盛り上がり活気がでる 

5)多様な学習形態をとることができる 

6)多くの先生と接することができる 

7)一人ひとりの活躍や登場の機会が多い 

8)一人ひとりへきめ細かな指導ができる 

9)児童生徒及び教職員との人間関係が深まる 

10)特別教室の使用に制約を受けない 

11）その他  

  

表―７ 小学校 
     

現在の 

学級数 
ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

維持又は変化を希望する際に重視しているもの（上位３位） 

教職員 保護者 

４学級 

維持 

切磋琢磨 19.4%   社会性・協調性 20.2% 

活気 19.4% 
 

活気 19.9% 

社会性・協調性 16.7% 
 

切磋琢磨 15.6% 

いじめ防止 16.7%       

変化 

施設使用制限 14.8%   きめ細やかな指導 20.2% 

きめ細やかな指導 13.0% 
 

人間関係 13.1% 

人間関係 13.0% 
 

社会性・協調性 11.8% 

３学級 

維持 

いじめ防止 17.3%   社会性・協調性 18.2% 

切磋琢磨 16.7% 
 

きめ細やかな指導 14.8% 

社会性・協調性 15.7% 
 

活気 10.3% 

変化 

きめ細やかな指導 21.3%   きめ細やかな指導 17.5% 

いじめ防止 14.0% 
 

社会性・協調性 12.8% 

多くの先生と接する機会 12.7% 
 

活気 10.2% 

２学級 

維持 

人間関係 16.7%   きめ細やかな指導 19.4% 

社会性・協調性 13.3% 
 

人間関係 19.4% 

いじめ防止 13.3% 
 

社会性・協調性 16.7% 

きめ細やかな指導 13.3% 
  

  

施設使用制限 13.3% 
  

  

変化 

社会性・協調性 20.8%   きめ細やかな指導 16.0% 

多くの先生と接する機会 18.8% 
 

活気 15.6% 

切磋琢磨 15.6% 
 

社会性・協調性 14.2% 

    
 

いじめ防止 14.2% 

１学級 

維持 

きめ細やかな指導 33.3%   きめ細やかな指導 33.3% 

人間関係 33.3% 
 

社会性・協調性 11.1% 

施設使用制限 33.3% 
 

活気 11.1% 

    
 

多様な学習形態 11.1% 

    
 

活躍の機会が多い 11.1% 

      人間関係 11.1% 

変化 

切磋琢磨 18.5%   切磋琢磨 23.8% 

活躍の機会が多い 14.8% 
 

社会性・協調性 19.0% 

活気 11.1% 
 

いじめ防止 19.0% 

きめ細やかな指導 11.1% 
 

活気 19.0% 

施設使用制限 11.1%       
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表―８ 中学校 
     

現在の 

学級数 
ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

維持又は変化を希望する際に重視しているもの（上位３位） 

教職員 保護者 

７学級 

以上 

維持 

切磋琢磨 22.2%   活気 15.6% 

社会性・協調性 22.2%   きめ細やかな指導 13.5% 

多くの先生と接する機会 22.2%   切磋琢磨 12.8% 

変化 

きめ細やかな指導 15.5%   きめ細やかな指導 16.5% 

施設使用制限 15.2%   社会性・協調性 14.4% 

活躍の機会が多い 11.8%   活気 10.8% 

５学級 

維持 

いじめ防止 19.0%   活気 15.8% 

活気 19.0%   社会性・協調性 15.4% 

多くの先生と接する機会 19.0%   切磋琢磨 11.7% 

変化 

活気 14.3%   きめ細やかな指導 15.5% 

切磋琢磨 12.7%   社会性・協調性 13.7% 

活躍の機会が多い 11.1%   活気 11.9% 

きめ細やかな指導 11.1%   
 

  

施設使用制限 11.1%       

３学級 

維持 

社会性・協調性 20.0%   活気 19.3% 

切磋琢磨 13.3%   社会性・協調性 17.5% 

多様な学習形態 13.3%   多様な学習形態 14.0% 

活躍の機会が多い 13.3%   
 

  

きめ細やかな指導 13.3%   
 

  

人間関係 13.3%       

変化 

社会性・協調性 25.0%   切磋琢磨 17.1% 

活気 25.0%   活気 17.1% 

切磋琢磨 16.7%   社会性・協調性 16.3% 

２学級 

維持 なし     なし   

変化 

いじめ防止 22.2%   活気 20.3% 

切磋琢磨 16.7%   社会性・協調性 15.4% 

社会性・協調性 16.7%   切磋琢磨 13.8% 

活気 16.7%   多くの先生と接する機会 13.8% 

 

回答いただいた教職員と保護者が所属している学校の、実際の学級数別に「今の学級数

を変化させたい理由」「今の学級数をそのまま維持したい理由」を集計し、割合が高かった

回答（上位３位）を整理しました。 
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■可児市の財政状況の見通し 

（総合政策課作成「可児市の財政状況と新しい取り組み 平成２３年６月 Ver３」より） 

○普通会計 

（１）歳入 

平成２１年度までは、市税の増加などを背景に増加傾向にありました。今後は歳入

総額が２７５億円程度で横ばいとなり、増加の要素がない状況です 
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（２）歳出（全体） 

平成２１年度までは、歳出総額は増加傾向にありました。今後は、歳入総額が横ば

いで推移し、扶助費が増加するため、生活道路や公園、教育施設の建設や改修などの

投資的経費のためのお金が大幅に少なくなります。 

図－８ 
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※投資的経費には、普通建設事業費と災害復旧事業費が含まれます。補助費等には、一部事務組合

への負担金や各種補助金などが含まれます。 
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（３）歳出（社会保障に関する経費） 

平成１１年度から２１年度の１０年間で約３０億円増加してきました。市全体の予

算額から考えると大変大きな増加額といえます。高齢化の進展により、これらの経費

はますます増加することが見込まれます。 
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（４）歳出（投資的経費） 

生活道路や公園、教育施設の建設や改修などの投資的経費は、平成１１年度から２

１年度の１０年間で約４９億円減少してきました。（文化センターを除く。）歳入の大

幅な減少のなかで、扶助費、繰出金、その他の経費が伸びることにより、投資的経費

が大幅に減少し、平成３０年度以降はゼロとなることが見込まれます。 

図－10 
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